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（対象期間 2024 年 1 月 1 日～2024 年 12 月 31 日） 
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【１】環境経営方針 
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【２】事業概要 
  １）事業者名及び代表者名 

 

 

代表取締役社長  

由田 禎滋 

  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）所在地 

本社・高崎工場 

工場名：本社・高崎工場 

所在地：群馬県高崎市大八木町 588 番地 

連絡先 

ＴＥＬ：(027)-361-6434㈹ 

FAX：(027)-363-2942 

URL：http://www.kyj.co.jp 

 

事業活動内容  

クロムめっき、ベロアめっき、三価クロムめっき（黒）、ホワイトサファイヤめっき、 

プラスチック射出成形、各種表面処理、二次加工。 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ  
 
当社は昭和 24年 5月、キヤノン㈱のカメラ部品のめっき加工を主業として創業いたしました。 

その後、社会のめざましい変遷のなかで、当社に協力を求められたお得意先のご要望にお応えすべく、一貫生
産加工体制を各工場別に整備確立してまいりました。ここでは、金型設計製作、亜鉛・アルミダイカスト、精
度の高い精密加工、そしてプラスチック射出成形、及びシルク印刷、塗装を含む各種表面処理加工を行ない、
お陰様でお得意先のご信頼を賜っております。 
昭和54年には、シンガポールに進出をはたしました。現在は国内と同レベルの一貫生産加工体制で高品質、

高精度の製品と音響機器を中心としたお得意先へ提供しております。今後はさらに情報機器分野への進出をは
じめ、時代のニーズに応えつつ世界市場への拡大を図ってまいります。 
創業以来、「創造」と「貢献」を旗標として、一に<品質>、二に<納期>、三に<サービス>、四に<コスト>
を企業経営の最高理念とし、経営基盤を築いてまいりました。日々、時代を先取りし、研究開発に尽力いたし
ております。 
今後とも次の発展を生み出す創造のエネルギーを蓄積し、皆様のあらゆるご要望にお応えする所存でございま
す。今後とも、より一層のご愛顧、お引立ての程、よろしくお願い申し上げます。 

http://www.kyj.co.jp/index.php


 5 

高崎第二工場 

工場名：高崎第二工場 

所在地：群馬県高崎市大八木町東谷 949 番地 

連絡先 

ＴＥＬ：(027)-361-6952㈹ 

FAX：(027)-362-1275 

URL：http://www.kyj.co.jp 

 

事業活動内容  

金型設計・製作、ダイカスト鋳造、機械加工・組立、プラスチック射出成形、 

二次加工。 

 

 

 

 

 

 

PC めっき工場 

工場名：PC めっき工場 

（Programmed Carrier Type Full Automatic Plating Line ） 

所在地：群馬県高崎市大八木町東谷 949 -1 番地  

連絡先 

ＴＥＬ：(027)-361-6952㈹ 

FAX：(027)-362-1275 

URL：http://www.kyj.co.jp 

 

事業活動内容  

クロムめっき、サテンめっき、三価クロムめっき（黒）等 

自動車外装大物製品、内装特殊色調製品。 
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川越事務所 

工場名：川越事務所 

所在地：埼玉県川越市大字下赤坂字大野原 733 番地 

ＴＥＬ：(049)-261-1237㈹ 

ＦＡＸ：(049)264-7653 

URL：http://www.kyj.co.jp 

 

 

 

 

  ３）環境管理責任者及び事務局 

 

役職 部署 担当者 

環境管理責任者 取締役工場長 宇津野 智久 

 

 

事務局 

本社・高崎工場 製造部 富沢 雅紀 

高崎第二工場 ダイカスト加工部  西田 暁人 

 川越事務所 本社営業部 樹下 紀之 

 

連絡先 担当者  

本社・高崎工場 富沢雅紀  

TEL : 027-361-6434（代表）  

FAX : 027-363-2942  

URL : http://www.kyj.co.jp  

     E-mail : m_tomizawa@kyj.co.jp 

 

 

  4）事業規模 

 

活動規模 単位 2024 年度 

売上高 百万円 2,849 

従業員 人 213 

床面積 ㎡ 

本社・高崎工場 6,094.8 

高崎第二工場 7,961.65 

PC めっき工場 7,044.62 

川越事務所 9,838.15 

 

http://www.kyj.co.jp/
mailto:m_tomizawa@kyj.co.jp
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5）エコアクション 21 推進組織図 
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【３】対象範囲（認証・登録範囲） 
1）  適用事業範囲 

本社・高崎工場    ： 群馬県高崎市大八木町 588 番地 

高崎第二工場      ： 群馬県高崎市大八木町東谷 949 番地 

PC めっき工場     ： 群馬県高崎市大八木町東谷 949-1 番地 

川越事務所        ： 埼玉県川越市大字下赤坂字大野原 733 番地 

 

        金型設計・製作、アルミダイカスト製品及び亜鉛ダイカスト製品の製造、プラスチック射出成形製品の製造、

電気めっき及び各種表面処理加工 

 

2)  活動レポートの対象期間及び発行日 

対象期間 ： 2024 年 1 月 1 日から 2024 年 12 月 31 日 

発行日   ： 2025 年 3 月 1 日 

 

 

 

【４】環境負荷の調査結果と取組み状況まとめ 
   環境負荷削減の目標及び環境活動計画を策定するため、本社・高崎工場は過去 9 年間の環境負荷実績の調査

結果です。全社については 2016 年からの 9 年間の環境負荷実績の調査結果です。 PC めっき工場は 2019 年

からの 6 年間の環境負荷実績の調査結果です。 

 

 

   全社計                                     二酸化炭素排出係数（東京電力 2017 年）：0.462（kg-CO2/kwh） 
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環境負荷と調査結果 

 

本社・高崎工場                                    二酸化炭素排出係数（東京電力 2017 年）：0.462（kg-CO2/kwh） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物置場 清掃・整理・整頓 （本社・高崎工場）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC めっき工場                                               二酸化炭素排出係数（東京電力ｴ 2017 年）：0.462（kg-CO2/kwh） 
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2022 年 11 月 新設の太陽光発電システム （PC めっき工場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組状況（写真） 
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緊急時対応訓練 ・ 消防訓練 ・ 避難訓練 （本社・高崎工場 / PC めっき工場）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

排水ピット、排水処理槽、側溝 清掃 ・ 配管保温修繕 作業 （本社・高崎工場） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境負荷の調査結果      
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川越事務所                                     二酸化炭素排出係数（東京電力 2017 年）：0.462（kg-CO2/kwh） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５S 活動 事業所内 整理・整頓・清掃  （川越事務所）  
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環境負荷の調査結果  

第二工場                                                   二酸化炭素排出係数（東京電力 2017 年）：0.462（kg-CO2/kwh） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣中学校生による職業訓練実習                近隣小学校児童による工場見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組状況 （写真） 
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近隣小学校児童による工場見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダイカスト 貯水槽清掃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防・消火、防災、避難訓練 ・ 緊急時対応訓練      天井が燃えた場合を想定 
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【5】環境目標とその実績   
当社の環境目標は、2016 年度の環境負荷実績を基準とし、2026 年度までの目標を下記の通り設定し 

活動を開始いたしました。尚、2024 年度短期の実績は、2024 年 1 月から 12 月の 1 年間のデータです。 

１） 環境目標と環境負荷・実績・短期目標、次年度・中期目標は、全て 16 年度（基準年）に対しての削減率です。 

２） 本社・高崎工場、川越事務所については、2016 年実績を新たに基準値として見直ししています。 

３） PC めっき工場の目標は、2019 年実績で新たに活動を開始しました。 

４） 全社短期実績は、PC めっき工場増設に伴い加算されています。 

は減少  は増加  

全社 

取組 項目 担当 区分 
2016 年度実績    

（基準値） 

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績  

（2024 年度） 

次年度 

目標  

（2025 年度） 

中期目標   

（2026 年度） 

 

電気使用量の 

削減 

 

全社 総電気使用量        

4,631,002.00KWh

（2,338,656.00kg） 

7％削減 

4,306,831.86KWh 

(1,989,756.32kg) 

   

4,099,444.00KWh 

(1,893,943.13kg) 

( 11.48% 減 ) 

8％削減 9％削減 

 

燃料使用量の 

削減 

本社 

高崎工場 

PC めっき工場 

製造部 

① A 重油の削減 

608,000.00L    

（1,647,680.00 ㎏）    

 

7％削減 

565,440.00L 

(1,532,342.40 ㎏) 

 

    

394,500.00L 

(1,069,095.00kg) 

（ 35.12% 減 ) 

 

  

8％削減 

 

 

9％削減 

 

全社 

 

営業部/生管部 

品管部 

② 営業車、社用車  

（ｶﾞｿﾘﾝ）の削減 

26,059.21L    

（60,509.49 ㎏） 

7％削減 

24,235.07L 

（56,225.36 ㎏）    

    

12,745.91L

（29,570.51 ㎏)       

（ 51.09% 減 ) 

8％削減 9％削減 

③ ﾄﾗｯｸ（軽油）の 

削減 4,812.89L  

（12,629.02 ㎏） 

7％削減 

4,475.99L 

（11,548.05 ㎏）  

    

1,613.38L 

(4,162.52 ㎏)  

( 66.48% 減 ) 

8％削減 9％削減 

 

          

灯油の削減 

本社 

高崎工場 

PC めっき工場 

第二工場 

灯油の削減 

5,434.00L 

（13,530.66 ㎏） 

7％削減 

5,053.62L 

(12,583.51 ㎏) 

 

4,163.00L 

（10,365.87 ㎏）  

( 23.39% 減 ) 

8％削減 9％削減 

 

 

ガスの削減 

  

本社 

高崎工場 

第二工場 

ガスの削減 

180,879.83 ㎏ 

（542,639.49 ㎏） 

7％削減 

168,218.54 ㎏ 

(504,654.72 ㎏） 

 

278,228.57 ㎏ 

（834,685.71 ㎏） 

( 53.82% 増 ) 

8％削減 9％削減 

          

水資源使用量の 

削減 

 

全社 水資源使用量の削減 

102,553.00 ㎥ 

7％削減 

95,374.29 ㎥ 

 

 

61,577.00 ㎥ 

( 39.96% 減 ) 

8％削減 9％削減 
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本社・高崎工場 

取組 項目 担当 区分 
2016 年度実績    

（基準値） 

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績  

（2024 年度） 

次年度 

目標  

（2025 年度） 

中期目標   

（2026 年度） 

1-1. 

電気使用量の 

削減 

 

本社・工場 

全体 

総電気使用量        

2,702,436.00KWh

（1,229,608.38kg） 

7％削減 

2,513,265.65KWh 

(1,161,128.65kg) 

   

985,973.00KWh 

(455,519.53kg) 

( 63.52% 減 ) 

8％削減 9％削減 

1-2. 

燃料使用量の 

削減 

 

 

製造部 

 

 

A 重油の削減 

608,000.00L    

（1,647,680.00 ㎏）    

 

7％削減 

565,440.00L 

(1,532,342.40 ㎏) 

 

    

217,000.00L 

(588,070.00kg) 

( 64.31% 減 ) 

 

  

8％削減 

 

 

9％削減 

 

 

 

 

営業部/生管課 

品管部 

営業車、社用車

（ｶﾞｿﾘﾝ）の削減 

12 台 10,895.21L  

（25,298.68 ㎏）  

7％削減 

10,132.55L 

（23,507.52 ㎏）    

    

4,479.94L 

（10,393.46 ㎏)       

( 58.88% 減 ) 

8％削減 9％削減 

ﾄﾗｯｸ（軽油）の削減  

1 台 372.60L  

（977.70 ㎏） 

7％削減 

346.52L 

 （894.02 ㎏）  

    

314.76L 

(812.08 ㎏)  

( 15.52% 減 ) 

8％削減 9％削減 

 

 

 

2.          

廃棄物量の削減

とリサイクル化 

総務部/経理部

営業部/生管課

購買課/品管部 

めっき技術課/ 

製造部 

総廃棄物量の削減 

4,340.00kg 

7％削減 

4,031.55kg 

 

2,360.00kg  

( 45.56% 減 ) 

8％削減 9％削減 

  

製造部 総廃棄物量の削減 

441.28ｔ 

7％削減 

410.39ｔ 

 

173.52ｔ 

( 60.69% 減 ) 

8％削減 9％削減 

3.          

水資源使用量の 

削減 

 

製造部 水資源使用量の削減 

102,553.00 ㎥ 

7％削減 

92,719.42 ㎥ 

 

 

24,494.00 ㎥ 

( 76.12% 減 ) 

8％削減 9％削減 

4.            

化学物質の削減 

 

製造部 化学物質の削減 

144,299.00 kg 

7％削減

134,198.07kg 

 

35,206.00kg 

（ 75.60% 減 ） 

8％削減 9％削減 

5. 

不良の削減 

 

 

品質管理部 
2016 年度 

品質目標 

2024 年度 

品質目標 
 

未達成 

2025 年度 

品質目標 

2026 年度 

品質目標 
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PC めっき工場 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 項目 担当 区分 
2019 年度実績 

（基準値） 

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績  

（2024 年度） 

次年度 

目標  

（2025 年度） 

中期目標   

（2026 年度） 

 

1-1. 

電気使用量の 

 削減 

 

製造部 

総電気使用量 

639,246.00KWh 

（295,331.65kg） 

5％削減 

607,283.70KWh 

(280,565.07kg) 

 

960,731.00KWh 

(443.857.72kg) 

( 50.59% 増 ) 

6％削減 7％削減 

 

1-2. 

燃料使用量の 

削減 

 

製造部 

A 重油の削減 

110,000.00L 

（298,100.00 ㎏） 

5％削減 

104,500.00L 

(283,195.00 ㎏) 

 

177,500.00L 

(481,025.00kg) 

( 61.36% 増 ) 

6％削減 7％削減 

 

2. 

廃棄物量の削減 

 

 

製造部 

総廃棄物量の削減 

 

42.28ｔ 

5％削減 

 

40.17ｔ 

 

151.10ｔ 

( 257.38% 増 ) 

6％削減 7％削減 

 

3.          

水資源使用量の 

削減 

 

製造部 

水資源使用量の削減 

 

16,621.00 ㎥ 

5％削減 

 

15,789.95 ㎥ 

 

32,985.00 ㎥ 

( 98.45% 増 ) 

6％削減 7％削減 

 

4.            

化学物質の削減 

 

 

製造部 

化学物質の削減 

 

17,190.00 kg 

5％削減

16,330.50kg 

 

36,880.00kg 

（ 114.54% 増 ） 

6％削減 7％削減 

 

5. 

不良の削減 

 

 

品質管理部 
2019 年度 

品質目標 

2024 年度 

品質目標 
 

未達成 

2025 年度 

品質目標 

2026 年 

品質目標 
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川越事務所 

取組 項目 担当 区分 
2016 年度実績 

基準値       

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績 

（2024 年度） 

次年度 

目標  

（2025 年度） 

 

中期目標   

（2026 年度） 

1-1. 

電気使用量の 

削減 

 

本社営業部 

総務部 

経理部 

総電気使用量

97,963.00ｋｗｈ

（44,573.17 ㎏） 

4％削減 

94,044.48KWh

（43,448.55kg） 

 

81,188.00ｋｗｈ

（37,508.86 ㎏）

( 17.12％ 減 ） 

 

 

5％削減 

 

 

6％削減 

1-2.  

燃料使用量の 

削減 

本社営業部 

総務部 

経理部 

営業車、社用車  

 （ｶﾞｿﾘﾝ）の削減 4 台

9,660.13L 

（22,430.82 ㎏） 

4％削減 

9,273.73L 

（21,515.05 ㎏） 

 

3,521.12L 

（8,176.04 ㎏)      

（ 63.55％ 減 ) 

 

 

5％削減 

 

 

6％削減 

ﾄﾗｯｸ（軽油）の削減  

2 台 4,812.89L 

（12,417.26 ㎏） 

4％削減 

4,620.37L 

（11,920.55 ㎏） 

 

1,298.62L 

(3,407.58 ㎏) 

( 73.39% 減 ) 

 

 

5％削減 

 

 

6％削減 

2.  

水資源使用量の 

削減 

本社営業部 

総務部 

経理部 

水資源使用量の削減

49.00 ㎥ 

4％削減 

47.04 ㎥ 

 

102.00 ㎥ 

( 108.16％ 増 ） 

 

 

5％削減 

 

 

6％削減 

 

 

 

 

 第二工場は 2014 年 10 月より活動を開始致しました。環境目標は、2013 年度の環境負荷実績を把握し、2026 年度

までの目標を下記の通り設定。尚、2024 年度短期の実績は、2024 年 1 月から 12 月の 1 年間のデータです。 

環境目標と環境負荷・実績・短期目標、次年度・中期目標は、全て 2013 年度に対しての削減率です。 

 

 

 第二工場 

取組 項目 担当 区分 
2013 年度実績 

（基準値） 

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績 

（2024 年度） 

次年度 

目標 

（2025 年度） 

中期目標 

(2026 年度) 

1-1. 

電気使用量の 

削減 

総務部 

総電気使用量 

1,980,041kwh 

（914,779kg） 

11％削減 

1,762,236kwh 

(814,153kg) 

 

2,071,552kwh 

(957,057kg) 

( 4.62％ 増 ) 

12％削減 13％削減 

1-2. 

燃料使用量の 

削減 

 

営業部 

 

営業車、社用車 

（ｶﾞｿﾘﾝ）の削減 

11,099ℓ 

（25,769kg） 

11％削減 

9,878ℓ 

（22,934kg） 

 

4,745.0ℓ 

（11,016kg） 

（ 57.25％ 減 ) 

12％削減 13％削減 
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取組 項目 担当 区分 
2013 年度実績 

（基準値） 

短期目標 

（2024 年度） 

短期実績 

（2024 年度） 

次年度 

目標 

（2025 年度） 

中期目標 

(2026 年度) 

1-2. 

燃料使用量の 

削減 

営業部 

製造部 

灯油の削減 

3,308ℓ 

（8,243kg） 

11％削減 

2,944ℓ 

（7,336 ㎏） 

 

2,253ℓ 

(5,614 ㎏) 

( 31.89％ 減 ) 

12％削減 13％削減 

液化石油ガス（LPG） 

の削減 

194,602 ㎏ 

（584,186 ㎏） 

11％削減 

173,196 ㎏ 

（519,926 ㎏） 

 

276,672 ㎏ 

（830,558 ㎏） 

（ 42.17％ 増 ） 

12％削減 13％削減 

2. 

廃棄物量の削減

とリサイクル化 

総務部 
一般廃棄物量の削減 

3.33ｔ 

11％削減 

2.96ｔ 

 

5.84ｔ 

( 75.38％ 増 ) 

12％削減 13％削減 

金型部 

製造部 

廃棄物量の削減 

64.96ｔ 

11％削減 

57.81ｔ 

 

53.99ｔ 

( 16.89％ 減 ) 

12％削減 13％削減 

3. 

水資源使用量の 

削減 

総務部 

製造部 

水資源使用量の削減 

24,216 ㎥ 

11％削減 

21,552 ㎥ 

 

21,060.8 ㎥ 

( 13.03％ 減 ) 

12％削減 13％削減 

4. 

化学物質の削減 

金型部 

製造部 

化学物質の削減 

1,144kg 

11％削減 

1,018kg 

 

524.78kg 

（ 54.12％ 減 ） 

12％削減 13％削減 

5. 

グリーン商品の 

購入 

購買課 既存購入品に追加 100 品目  

99 品目購入 

100 品目 

※1 

100 品目 

※1 

6.不良の削減 品質管理課 
不良金額率 

2.50％ 

不良金額率 

2.50％ 
 

未達成 

不良金額率 

2.50％ 

※1 

不良金額率 

2.50％ 

※1 

※1 前年度の実績を考慮して目標を決定 
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【６】環境活動計画の取組み結果と評価、次年度の取組み  

 

本社・高崎工場、PC めっき工場、川越事務所 

 

取組項目 評価 次年度の取組内容 

電気使用量の削減 

 

冷暖房温度の適正化 

省エネ設備への更新検討 

目標達成 

（PC めっき工場のみ未達） 

本社工場での削減結果が非常に 

大きかった。効率的な稼働による結

果と思われる。 

今後も継続して更に効率的稼働方

法を検討し節電に努める。 

燃料使用量の削減 

（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油・重油） 

 

効率の良い配車・エコドライブ 

効率の良いボイラー稼働 

目標達成 

（PC めっき工場 未達） 

本社工場の減少結果が非常に 

大きかった。また、社用車の台数 

削減も効果ありと見える。 

生産量の増加に備えて品質向上と

効率的な生産に努める。 

水使用量の削減 

 

製造ライン 洗浄方法の見直し 

製造ライン 開閉手順 

目標達成 

（PC めっき工場・川越事務所未達） 

本社工場の大幅な削減により、他 2

事業所の増加分を上回る削減とな

った。 

上記同様、生産量の増加に備えて

品質向上と効率的な生産に努める。 

廃棄物の削減 

 

分別の徹底、再利用 

クロム酸回収 

本社工場：大幅目標達成 

PC めっき工場：目標未達 

品質向上・不良削減の結果と同様と

もなっている。 

更なる品質改善活動の強化。 

再資源化・リサイクル資源への 

検討の継続。 

不良の削減 

 

5S、提案、5G 活動推進 

本社工場・PC めっき工場 

共に目標未達 

年度途中まで低不良率の為 

10 月～目標変更し更に高い目標で

あり年度後半が未達。 

更なる品質改善活動の強化。 

引続き全社員一丸となっての品質

向上活動の継続 
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   高崎第二工場 

 

取組項目 評価 次年度の取組内容 

電気使用量の削減 

 

冷暖房温度の適正化 

省エネ設備への更新検討 

生産量増大に伴い、電気使用量も

多くなり目標を達成する事が出来な

かった。 

ｴｱｺﾝ責任者選出など、一般社員に

も環境を意識した役割分担を持たせ

推進して行く。 

燃料使用量の削減 

（ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・LPG） 

 

効率の良い配車・エコドライブ 

アルミインゴットの予熱 

ｱﾙﾐ溶解・保持に必要な LPG は仕

事量に応じて増加してしまう。 

ｶｿﾞﾘﾝ・灯油は目標達成。 

仕事量に応じて LPG 使用量の目標

達成は難しくなるが、不良削減を目

標とすれば自ずと見えてくる。 

水使用量の削減 

 

節水表示、啓蒙 

金型冷却方法の改善 

こちらも仕事量に応じて増加傾向で

るが、節水活動により計画達成。 

不良削減に伴い、更なる水使用量

の削減に努める。 

廃棄物の削減 

 

分別とリサイクル 

金属、アルミくずの有価物化 

一般廃棄物は計画未達。 

産業廃棄物は計画達成出来た。 

ﾌﾟﾗごみの再資源化をより強化し、 

一般廃棄物の削減を推し進める。 

化学物質の削減 

 

破損工具の有価物化と 

再研磨による購入削減、長寿命化 

金型工場における金型作成の減少

により化学物質使用量は減少となっ

た。 

事業規模縮小に伴い減少傾向継

続。外部委託による金型作成にて

目標を完遂予定。 

不良の削減 

 

全員参加による 5G 活動推進 

不良品の再利用 

品質目標に対して未達。 

難易度が高い鋳造後の後処理を行

う製品での不良増加が目立った。 

品管・製造共同にて金型温度設定

を年間通じて記録し、金型温度によ

る良品管理を行う。 
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【７】環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
  7-1. 当社に適用となる主な環境関連法規 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7-2. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

  EMS 活動を始めた 2001 年より 22 年間、環境関連法規への違反は１件もありません。 

また、関係当局からの違反等の指摘、環境に関する訴訟等も 1 件もありませんでした。  

・公害防止統括者・管理者の選任、届出

・水質測定及び結果報告（毎月）

・設備等の届出・定期点検実施

・設備等の設置届出

・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量把握
・排出状況報告書、排出削減計画書提出
・自動車のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ周知徹底

・悪臭防止法

・電気事業法

・労働安全衛生法

・全国鍍金工業組合連合会の指導

・高崎市等広域市町村圏振興整備組合危険物規制規則

・高崎市等広域市町村圏振興整備組合火災予防条例

・群馬県地球温暖化防止条例

・道路交通法

・下水道法

・エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エ
ネ法）

・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
関する法律（フロン排出抑制法）

・工場立地法

・消防法

・毒物及び劇物取締法

【法令】

【規則・条例・その他の要求事項】

・騒音規制法

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び
管理の改善の促進に関する法律（化管法）

・水質汚濁防止法

・大気汚染防止法

・特定工場の公害防止組織の整備に関する法律

・振動規制法

【遵守状況】

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

・県条例 水質の保全に関する規則

・県条例 大気の保全に関する規則

・水質測定

・環境測定（年2回）

遵守

遵守

【当社の取組】

・安全運転管理者選任、届出・法定速度遵守

・設置許可

・管理統括者・企画推進者・管理員の選任、届出
・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の把握、定期報告

・防火管理者の選任、届出
・消防計画の届出、消防設備点検報告書の提出
・消防訓練の実施

・主任技術者の選任、届出
・定期保安検査実施

・安全、衛生、管理者及び産業医の選任、届出
・定期一般健康診断実施
・安全衛生委員会の開催

・取扱い責任者の選任、届出
・表示（容器、貯蔵所）
・盗難、紛失、漏洩、地下浸透の防止処置

・簡易点検実施
・廃棄の際、第一種ﾌﾛﾝ類回収業者に依頼

・特定工場の届出

・規制基準の順守、自主測定実施

・管理責任者の選任
・委託契約書、ﾏﾆﾌｪｽﾄ、産業廃棄物管理票の管理
・計画及び実施状況の提出・処理先現地審査

【当社の取組】

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

【遵守状況】

・PRTR制度、排出量の把握及び届出

・水質測定の実施、公害防止管理者の選任、届出

・環境測定の実施

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

・規制基準の順守

・設置届出・規制基準の順守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
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【環境への配慮】 

環境への負荷低減を一番に考え、環境活動に積極的に取り組んでいます。 

 

本社・高崎工場は製造部環境保全課、第二工場は生産技術課にて特定施設の維持管理、 

排出水の管理等、廃棄物の管理、設備の管理を行っています。 

特に排出水については、排水基準より厳しい自主管理基準を 

設けて水質の保全に努めています。 

 

限りある資源を効率的に使用し、環境への負荷を減らしていく 

循環型社会を進める活動である３R 運動にも力を入れて 

取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゴミになるものを作らない・使わない 

 

 一つのものを大切にし、繰り返し使う 

 

 使い終わったらまた資源として利用する 

・発生抑制(リデュース) 

・再使用(リユース) 

・再資源化(リサイクル) 

３R 運動 
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【８】代表者による全体評価と見直しの結果 

 

２０２４年度は、コロナ禍以降中期的に慢性化してしまっているめっき事業での受注低

迷により、めっきラインの生産量減少から 稼働停止日を設けざるを得ない状況であった。

PC めっき工場の生産は若干回復したかと感じられたが、本社高崎工場の稼働減少は顕

著で深刻となった。 

対称的にダイカスト事業である第二工場の受注・生産状況は好調であり、稼働停止日も

無く順調であった。このため、エネルギー使用量は生産状況に比例し、第二工場・PC めっ

き工場での環境目標のクリアは厳しかったが、本社高崎工場でのエネルギー使用量減少

が目標達成に大きく影響した。 

環境を考慮した生産活動は現代の製造業における義務・重要課題であることを念頭に、

今後もエコアクション２１活動の継続と地域社会に貢献する企業として全社員一丸となり

努力して行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


